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北病棟チームカンファレンス記録
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・西病棟入院中の患者様に“インフルエンザＡ型”罹患者が2名発生しています。スタッフ・患者様共に嗽い、手洗い、マスク使用等の徹底をしていきましょう。

・オンコール変更の連絡です。確認お願いします。

４月７日（土）　谷藤⇒藤原（香）

４月８日（日）　藤原⇒谷藤

＜患者様連絡事項＞

・浅野　秀子様～本日12：30本人より「鼻水がチョロチョロ出るんだよ。」と鼻汁の訴えあり、安ヶ平Ｄｒへ報告しています。内服薬ＰＬ顆粒３Ｐ　3×1　3日分（4/10朝まで）臨時処方となっています。風邪症状の観察・確認と含嗽・手洗いを促していきましょう。
＜デーリー東北新聞“べてる”の記事について＞　佐藤ＡＯＭより

3/31（土）のデーリー東北新聞に“べてる”の記事が載っていました。その記事の中には、精神疾患を持った方々がどの様に自分の病気と向き合い付き合っているのかを垣間見る事が来る記事内容が載っています。精神科看護の展開においては、これまでタブー視されてきた部分でもありますが、ここ10～15年の間において大きくその見方は変化して来ています。これからは更に、患者に取り残される看護スタッフとならない様にしていかなければなりません。

○現場における看護の在り方について、カンファレンス内で意見交換をしています。

・患者様主体の患者様による患者様の為の話し合いを持てるようにする。

（現在、ナイトプログラムで患者様主体を目標としたプログラムを実施しているので、今後、患者様同士で話し合える場を作っていく。）

・患者様に幻聴･妄想について観察する為には、スタッフ側から聞く事を多く持ち、患者様から些細な事でも話して頂ける様にしなければならない。

・患者様について、スタッフ側から関わる姿勢、見方を考えて変えていかなければならない。

※新聞記事は病棟内にありますので各自目を通し、現場における看護のあり方について考えてみて下さい。今後もカンファレンスにて意見交換を行っていきます。

＜担当業務年度報告＞

日常生活支援：報告者　藤原　英佳

【業務内容】

日常生活指導の評価管理・指導者の選択・導入

【報告内容】

	実施できているもの
	各病棟の担当者と分担し基準表及び尺度を検討・作成。



	修正が必要なもの
	導入予定者の評価・選択と導入の実施。

	実施できなかった原因
	各病棟担当者との進捗状況の把握と決裁及び修正事項の確認・把握の遅れ。

	来年度に向けて
	進捗状況と併せ評価管理方法の確認・周知を行い、

上半期中に導入。

	引継ぎ事項
	



































